
 

教 育 研 究 業 績 書 

                                       ２０２０年 ５月 １日 

                              氏名  荒 井 眞 一 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド  
１．人文社会系人文学教育学 教育学、教育方法 

  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  
事      項 年月日 概      要 

１ 教育方法の実践例   

１）教育研究集会への学生参加 平成 22年 11月 

平成 23年 11月 

・合同教育研究集会の全道大会に教職課程講義受講学生のほぼ

全員を参加させ、現職教員との交流を図らせた。また、その

交流の成果を報告資料としてまとめさせ、講義の後半部にお

いて学生全員で議論させ認識の共有を図った。さらにこれら

講義の成果を論文化し、合同教育研究集会において報告し学

会発表も行った。 

２) 無線音声出力の実現 平成 22年 10月 

 

・音声出力設備の存在しない（または不安定な）教室での音声

出力を確保するため、近年流通しているブルートゥ－ススピ

ーカー「オムニビート」を講義で使用した。このスピーカー

とノートパソコンの併用により、音声出力の確保の他、教室

後部席での確実な視聴や、小型（350cc 缶より小さい）で配

線不要のスピーカーの使用による事前準備の簡素化が達成さ

れた。 

３) 模擬授業動画の活用 平成 22 年 4 月

～7月 

 

・教育実習講義における学生による模擬授業の模様をデジタル

ビデオカメラで撮影し、授業担当学生にＤＶＤを配布すると

ともに、翌週の講義で撮影した動画を講義の場で映写し全学

生と授業内容の改善点について話し合いを行った。この結果、

板書の方法や、声の出し方、机間巡視、授業の時間配分とい

った点における改善点を受講学生全員で共有することが可能

となった。 

４) ファイル共有アプリケーショ

ンの活用 

平成 23年 10月 

 

・ファイル共有アプリケーションである dropbox を利用し、総

合演習受講学生各自に作成させた教材開発案を受講学生全員

に共有させた。この教材開発案をもとに、総合演習講義内で

の検討後に各学生が作成した指導案も全員に共有させた。さ

らに、これら指導案の改善点について学生たちに議論させた

後、各学生による指導案や議論の要点といった成果の共有も

図った。 

５) 学生によるプレゼンテーショ

ンの指導 

平成 23年 11月 

（毎年実施） 

・合同教育研究集会の全道大会に総合演習受講学生全員を参加

させ、事前に作成させた教育内容研究や指導案を家庭科教育

分科会の場で報告させ、プレゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の育成を図った。また、報告の場で現職教員

からいただいた意見を踏まえて指導案の作成や改善を行わ

せ、受講学生の授業技術の育成も図った。 

 

２ 作成した教科書，教材   

１）iPodを利用したプレゼンテー

ション 

平成 22年 5月 

 

・アナログテレビの設置された小教室における講義で、このテ

レビに iPodを接続し、パワーポイントファイルから変換した

写真画像をスライドとして提示した。アナログテレビには暗

所を必要としないという利点があり、iPod によるスライド提

示では黒板の同時使用も可能となる。この利点を活用し、基

本的な板書として iPodによるスライドを示しつつ、講義内で

使用した文献資料に対する受講学生各々の見解を黒板にまと

めるといった授業方法が可能となった。 

 

 

 



 

事      項 年月日 概      要 

２）教員採用試験対策プリントの

作成 

平成 22年 10月 

 

・教員採用試験へ向けての一時的な対策として、過去問題や市

販の問題集をもとに採用試験対策プリントを、一般教養・教

職教養の双方について各 30枚を 1セットとして作成した。 

３）iPadを利用したプレゼンテー

ション 

平成 23年 5月 

 

・400名収容教室（大講堂）での教育制度論講義に iPad を導入

し、キーノートによるスライド提示との黒板機能を利用した

手書き文字提示の双方を実現した。iPad の使用により、安定

した操作性のもとでスライド提示と板書の双方を、適時使い

分けしつつ行うことが可能となった。 

４）レーザープリンタの導入によ

るカラー資料の作成 

平成 23年 9月 

 

・カラーレーザープリンタの導入に伴い、一部の講義資料をカ

ラーで作成し学生に配布した。芸術作品の鑑賞や地図、化学

実験の内容を示す講義資料では、カラーの図を用いることに

より学生の理解が促進されることをアンケートと複数学生の

意見から確認した。細胞学や内科学を担当する同僚教員の講

義資料もカラーで作成し学生からの意見を募ったところ、細

胞や臓器といった微細な図にカラーを用いることで学生の理

解が深まることが確認された。 

３ 教育上の能力に関する大学等

の評価 

  

４ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

  

５ その他 

 

 

平成 22年 4月 

 

・全ての担当講義の履修者名簿をエクセルファイルで作成し、

出欠管理、課題管理、学生の得点合計を一元化した。このフ

ァイルの作成により、履修学生の得点状況確認や成績照会に

対して即座に明確な回答を示すことが可能となった。自身の

管理するオムニバス講義（総合教養講座）においても同様の

ファイルを採用し、講義担当各教員の得点記入作業の簡素化

を達成した。 

 平成 22年 9月 ・北海道文教大学外国語学部で取得可能な教員免許のすべてに

対して、卒業要件を満たしながら教職科目の単位履修を円滑

に行うための方法について解説したワード版の小冊子を作製

した。これら小冊子の内容をまとめたパワーポイントファイ

ルも同時に作成し、後期開始前のオリエンテーションで全て

の教職履修学生に単位取得の方法を理解させた。 

 平成 23年 5月 

 

・各学生が履修状況を把握し、教員免許状取得に際して必要な

単位数や現時点で取得している単位数の合計が一目でわかる

「単位取得確認票」をエクセルファイルで作成した。これら

ファイルを北海道文教大学外国語学部の教職履修学生全てに

配布し、取得単位を記入させた後ファイルを回収させた。こ

のファイル作成により全ての教職履修学生の履修状況把握が

可能となった。 

 平成 25年 4月 ・札幌大谷大学で取得可能な教員免許のすべてに対して、卒業

要件を満たしながら教職科目の単位履修を円滑に行うための

方法について解説した冊子（『平成２５年度版 教職課程履修

の手引き』）を作製した。これら小冊子の内容を基礎にオリエ

ンテーションを実施し、全ての教職履修学生に単位取得の方

法を理解させた。 

 平成 26年 4月 

（平成 27 年 4

月および 28年 4

月に改定版作

成） 

・札幌大谷大学で取得可能な教員免許のすべてに対して、卒業

要件を満たしながら教職科目の単位履修を円滑に行うための

方法について解説した冊子（『平成２６年度版 教職課程履修

の手引き』）を作製した。これら小冊子の内容を基礎にオリエ

ンテーションを実施し、全ての教職履修学生に単位取得の方

法を理解させた。 

 2020 年 3 月 31

日 

・札幌大谷大学教職部会員とともに、教職課程にかかわる教員

による研究業績の強化を目指して『札幌大谷大学一般教育研

究論集 第 2号』を刊行した。 



 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  
事      項 年月日 概      要 

１ 資格，免許   

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

平成24年4月 全国私立大学教職課程研究連絡協議会北海道地区理事 

４ その他  合同教育全道集会共同研究者、歴史教育者協議会分科会世話人 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書）     

１．『栄養教諭採用試験

突破対策 2011』 

 

単著 

 

平成 23年 3月 

 

北海道文教大学健康栄

養学科 

pp.1-102 

栄養教諭養成に関係する基本的事項

を整理し、栄養教諭採用試験受験学

生用に専門職に向けた内容を体系化

した冊子を作製した。基本的な事項

をまとめた基本編と重要事項の課題

と定着を図るための問題編の２部構

成からなる教材としてこの冊子を活

用させた結果、採用試験一次試験突

破者の数が 3倍（14名中 2名から 8

名中 6名）になった。 

 

2．『地域を学びの場と

した教職実践のあゆみ 

第１号』 

 

単著 

 

平成 24 年 10

月 

 

札幌大谷大学社会学部

地域社会学科 

pp.1-63 

札幌大谷大学において行われたオー

プンキャンパスの場において、学生

たちに高校生相手の模擬授業を行わ

せた。そこから得られた成果と課題

を考察させることによって、現行の

教育制度のもとで教育実践を行う意

味について考察を試みさせた。荒井

が編集担当。 

 

3．『学力と教育課程の

創造 社会認識を育てる

教育実践とそのあゆみ』 

 

共著 

 

平成 25年 8月 

 

株式会社同時代社 

pp.1-175 

社会科教育の分野において積み重ね

られた教育実践や教育理論の蓄積と

その成果について、様々な分野を選

考する９名の著者による論考を集約

した。これら集約の成果を踏まえて、

新しい時代において求められる学力

のとらえ方や、教育課程の在り方に

ついての提言を試みた。荒井が共同

編集担当。(執筆は pp.42-54) 

 

（学術論文）     

1.「地域から社会の根本

を見つめる目を養う

ことを目指した授業

づくり」 

 

単著 

 

平成 22年 7月 

 

『北海道の教育 2010

年版』 

合同教育研究全道集会

実行委員会 

pp.223～228 

教科間の内容の接続を達成させつ

つ、社会の根本を見つめることが

可能となるような実践の方向性に

ついて、いくつかの教育実践の成

果やそれら実践に対する合同教育

研究集会参加者による議論の内容

を踏まえつつ考察した。 

 

2.「教育研究集会参加に

よる実践的学びの実

現を目指した教員養

成系大学における授

業実践」 

 

共著 

 

平成 23年 3月 

 

『愛知教育大学研究報

告』第 60輯 

pp.82～89 

合同教育研究集会の全道大会に教職

課程講義受講学生を参加させ、現職

教員との交流の成果を報告資料とし

てまとめさせ、講義の後半部におい

て学生全員で議論させ認識の共有を

図った。これら一連の実践による成

果について検討を試みた。共著者：

青木 香保里。第 2,3章を荒井が執筆 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

3.「教育諸制度の基盤と

しての教育基本法の

位置づけとその把握」 

 

単著 

 

平成 23年 3月 『北海道文教大学紀要』

第 30号 

pp.19～24 

教職課程講義「教育行政論」「教育制

度論」において理論的中核をなす教

育基本法の内容とその位置づけにつ

いて、いくつかの文献記述に基づい

て検討した。その検討の成果を基に

作成した講義内容に対する学生によ

る認識形成のありようについて、学

生によるレポート記述を基に考察を

試みた。 

 

4．「プレゼンテーション

を目的としたアナロ

グ機器の有効活用」 

単著 平成 23年 6月 札幌大谷大学短期大学

部美術科 一般教育研

究論集第１号 

pp.95～101 

世間に普及している iPodを利用する

ことによって、パワーポイントなど

のプレゼンテーションをこれらアナ

ログテレビに映し出す方法について

具体的に述べた。従来、アナログテ

レビにパソコンをつなぐための機器

としてダウンスキャンコンバータが

存在するが、配線が複雑な上に画質

の低下が避けられない。これに対し

て iPodは、アナログテレビとの接続

・配線が簡単な上に画質の低下も小

さく、リモコン操作も可能であり、

デジタルテレビやプロジェクターと

の接続も簡単であ る。一方、一般家

庭での使用を前提としていたアナロ

グテレビは、操作がきわめて簡単な

上に暗所を必要としないという優位

性を持つ。当該論文では、筆者の担

当する「教育行政論」講義における

実際の使用例を示しつつ、iPod とア

ナログテレビとの接続の有効性につ

いて述べた。 

 

5．「地域から社会を見

つめる目を養うこと

を目指した授業づく

り」 

 

 

単著 

 

平成 23年 7月 

 

『北海道の教育 2011

年版』 

合同教育研究全道集会

実行委員会 

pp.238～242 

地域という方向性から社会を見つ

めることが可能となるような総合

学習実践の具体的なありようにつ

いて考察した。この考察に際して

は、北海道各地から合同教育研究

集会に参加した教員らによる実践

報告や指導案をもとに重ねた議論

の経過を踏まえつつ、それら実践

の内容及び方法上の意義について

検討するという方法を取り入れ

た。これら検討の結果、継続的な

参加者（教員）による報告の成果

が、それら報告から自身の授業づ

くりを行った若い世代の参加者

（教員）へと引き継がれ、それぞ

れの地域における特色を反映した

授業づくりが達成されたことを確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

6．「歴史教育における

『生産関係』の位置づ

け ―教科編成の基礎

的原理としての社会

的道徳性―」 

単著 

 

平成 24年 3月 

 

『北海道文教大学論集』

第 13号 

pp.1-14 

1970 年代を中心に歴史教育において

唱えられた「生産力と生産関係」の

内容や意義について検討した。1972

年における安井俊夫実践「松戸農民

の歴史」に代表されるように、歴史

教育における「生産関係」は、「生産

力」の発展に伴う「階級闘争」とし

て語られることが一般的であった。

内田義彦によれば、「生産関係」が

「階級闘争」という形で表れるのは

一定の過程を経た上でのことであ

り、その以前に形成された社会的な

道徳性が無くては成し遂げられない

ことである。当該論文では内田の記

述に依拠した「生産関係」の在り方

について考察し、教科編成の基礎的

原理となる社会的な道徳性が形成さ

れる過程に関する教育内容を提言し

た。 

 

7．「“甘み”に関する教

育内容の再構成と指

導」 

共著 平成 24年 3月 

 

『愛知教育大学研究報

告』第 61輯 

pp.75～84 

“甘み”の代表である「砂糖」に加

え多様化する“甘み”の特徴と課題

をとらえ、教育内容の再構成を試み

た。“甘み”の代表である「砂糖」

についての理解を深め、次に甘味料

の種類や食品添加物としての甘味料

などに焦点を当て整理した。その上

で、「カロリーオフ」などの語を冠し

た商品について調査し、これら商品

の特徴を明らかにした。 

共著者：青木香保里・浅井祐子・荒

井眞一・吾妻知美・高野良子。第 2

章第１節を荒井が執筆 

 

8．「教育研究集会参加

による学生の実践的

学びと認識形成－教

育実践の交流と連携

を軸とした教職にお

ける専門性の探究」 

共著 平成 24年 3月 

 

 

『愛知教育大学家政教

育講座研究紀要』第 41

号 

pp.39～49 

合同教育研究集会の全道大会に教職

課程講義受講学生を参加させ、現職

教員との交流の成果を報告資料とし

てまとめさせ、講義の後半部におい

て学生全員で議論させ認識の共有を

図った。これら一連の実践による成

果について検討を試み、前年度大会

における成果と合わせて比較検討し

た。共著者：青木 香保里。第 2,3章

を荒井が執筆 

 

9．「地域とのかかわり

の中から一般性を抽

出することを目指し

た授業づくり」 

単著 平成 24年 7月 

 

『北海道の教育 2012

年版』 

合同教育研究全道集会

実行委員会 

pp.196～201 

教科間の内容の接続を達成させつ

つ、社会の根本を見つめることが

可能となるような実践の方向性に

ついて、地域とのかかわりの中か

ら得られる一般性として抽出する

ことを目指した。いくつかの教育

実践の成果やそれら実践に対する

合同教育研究集会参加者による議

論の内容を踏まえつつ具体的に考

察した。 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

10．「“排泄”に関する教

育内容の再構成と指

導」 

共著 平成 25年 3月 

 

『愛知教育大学研究報

告』第 62輯 

pp.93～101 

家庭科における排泄に関する教育内

容を現代の子供たちの生活と排泄を

巡る状況をもとに検討し、人間の体

と生活に根差すことをよりどころに

排泄をめぐる現代的課題を視野に入

れた教育内容構成と指導をめざし、

教育内容の把握と整理を行った。 

共著者：青木香保里・鷲住美里・荒

井眞一・吾妻知美・高野良子。第 2

章を荒井が執筆 

 

11.「教育研究集会参加

による実践的学びの

教職課程講義への接

続」 

単著 平成 25年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

43号 

pp.75～81 

栄養教諭を目指す教職課程講義受講

学生に「総合演習」講義内で教育内

容研究を行わせ、その後合同教育研

究集会の全道大会に参加させ、研究

成果を現職教員らに対して報告させ

た。学生たちは，参加教員からもら

ったアドバイスを生かしつつ，総合

演習の時間内に内容研究を踏まえた

指導案を作成した。本論では，これ

ら一連の実践の概要と経過につい

て，実例を示しつつ述べた。 

 

12.「学生による実践的

学びの実現を目指し

た教員養成の方法に

関する研究」 

単著 平成 25年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 1号  

pp.47～75 

北海道では，年に一度全道各地の教

員が札幌に集まり，合同教育研究集

会が開催される。この集会において

共同研究者を務める筆者は，2009 年

に教員養成大学で自身の担当する教

職科目受講者 58名をこの集会に参加

させた後，講義内において学生各々

の目にした実践について報告させ受

講学生全員とそれら実践の内容につ

いて議論した。本稿では，実践的な

学びを経た学生の認識形成のありよ

うについて，一般性を導き出すこと

を目的として，教育研究集会への学

生の参加報告資料を主たる材料とし

て検討を行った。 

 

13．「食物アレルギーに

関する教育内容の再

構成と指導」 

共著 平成 26年 3月 

 

『愛知教育大学研究報

告』第 63輯 

pp.51～59 

家庭科における食物アレルギーに関

する教育内容を現代の子どもたちを

巡る状況をもとに検討し、現代的課

題を視野に入れた教育内容構成と指

導をめざし、教育内容の把握と整理

を行った。共著者：青木香保里・荒

井眞一・吾妻知美・高野良子。第 2

章を荒井が執筆 

 

14.「アクティブラーニ

ングの方法をとり入

れた社会科授業の内

容構成とその方法」 

単著 平成 26年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 2号  

pp.67～83 

アクティブラーニング特集の１つと

して、学科の特性を踏まえたアクテ

ィブラーニングの社会科教育におけ

る内容について考察し、その成果を

実践の経過を検討することにより検

証した。この検討を踏まえ、学科の

理念を有効に生かしうる社会科教育

の内容構成について、考察した。 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

15.「『経済学批判』の枠

組みを基盤とした授

業実践」 

共著 平成 27年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

45号 

pp.77～82 

大谷大学社会学部地域社会学科にお

ける「教職自主ゼミナール」の取り

組みの概要について述べた。採用し

た実践は、学問研究の成果を理論的

な枠組みとして用いることを目指し

た。今回の実践では、学生らの設定

した十勝地域における製糖業の一貫

性をとらえるために、『経済学批判』

をその枠組み設定の対象とした。こ

の採用により、生産における一般性

を踏まえた流通や消費のありようを

とらえることが可能となった。 

共著者：荒井眞一・岡部敦・酒井義

信。第 2章を荒井が執筆 

 

16.「アクティブラーニ

ングの方法をとり入

れた社会科授業の内

容構成とその方法

(2)」 

単著 平成 27年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 3号  

pp.119～131 

平成 25年度からの継続課題として、

学科の特性を踏まえたアクティブラ

ーニングの社会科教育における内容

について考察し、その成果を実践の

経過を検討することにより検証し

た。本稿では、アクティブラーニン

グをとらえうる理論的な枠組みとし

て「共感的なわかり方」が示された。 

 

17.「古典経済学におけ

る理論的枠組みに基

づいた地域研究の教

材化」 

共著 平成 28年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

46号 

pp.71～76 

「教職自主ゼミナール」の取り組み

を通して、授業実践において学問研

究の成果を理論的な枠組みとして用

いることの有効性について述べた。

今回の実践においては北海道十勝地

域における牛乳生産にかかわる経済

活動をとらえる実践のありようにつ

いて、学生とともに考察し、大学見

学会に参加した高校生たちを対象に

実践を行った。『経済学批判』を枠組

みとして採用した結果、生産におけ

る一般性を踏まえた流通や消費のあ

りようをとらえることにより、楽し

い授業実践を達成することが可能と

なった。共著者：荒井眞一・勝谷友

一・酒井義信。第 2章を荒井が執筆 

 

18.「キャリア教育にお

ける『基礎学力』の理

論的枠組み」 

共著 平成 28年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 4号  

pp.1～15 

大学における基礎的な学力の持つ意

味について，先学の説に依拠しなが

ら考察し，現代に通ずる理論的な枠

組みを導き出すことを試みた。1958

年以降広岡亮蔵によって述べられた

「基礎学力」に関する論を検討する

ことにより、“社会において求められ

る能力”というもののありようにつ

いて考察した。共著者：荒井眞一・

平岡祥孝。第 2 および 3 章を荒井が

執筆 

 

 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

19.「アクティブ・ラー

ニングにおける能力

論とその源流」 

共著 平成 29年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

47号 

pp.95～100 

アクティブ・ラーニングにおける理

論的な基礎をなす事柄について考察

した。いくつかの記述の検討の結果、

アクティブ・ラーニングという語の

意味するところは幅の広いものであ

り、検討するに当たって留意すべき

は、この語の意味するところよりこ

の語の背景にある能力にかんする論

考であった。また、この語が世に出

る以前の 1970 年代後半より、同様な

実践は民間教育団体などで行われて

おり、実践を通してどのような能力

（「学力」）が培われるべきかという

議論がなされていた。共著者：荒井

眞一・勝谷友一・酒井義信。第 2 章

を荒井が執筆 

 

20.「アクティブ・ラー

ニングの基盤となる

能力論と 1970 年代に

おける『学力』論の比

較検討」 

共著 平成 29年 3月 

 

『北海道私立大学・短期

大学教職課程研究連絡

協議会会報』第 36号 

pp.9～19 

アクティブ・ラーニングにおける理

論的な基礎をなす能力論のいくつか

について比較検討した。検討の結果

明らかになった第 1 の点は、アクテ

ィブ・ラーニングにおいて求められ

る能力（社会人基礎力）は経済界な

どから求められている能力のあり方

と軌を一にするものであるという点

であった。明らかとなった第 2 の点

は、歴史教育者協議会では実践を通

してどのような能力（「学力」）が培

われるべきかという議論がなされて

いたという点であった。共著者：荒

井眞一・青木香保里。第 1・2章を荒

井が執筆 

 

21.「教科における学力

と主体形成 – 社会科

教育にかかわる記述

から-」 

単著 平成 30年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

48号 

pp.57～63 

社会科教育にかかわる研究成果の検

討から、教科における学力の考え方

に対して、学問研究成果を基盤とし

た社会的な主体形成という 1 つの枠

組みの提示を行った。1970 年代後半

に盛んに議論された「学力」論争に

おいては、ある時期を境として議論

の方向性の変更が見られた。歴史教

育者協議会における「活動方針」は、

1070 年代初頭においては『経済学批

判』等に理論的な根拠を有するもの

と考えられたが、上記「態度」の位

置づけが変化したのと同じ時期に中

核となる「人民のたたかい」が削除

された。改めて水戸学における記述

を検討した結果、「尊王攘夷」という

考えの始まりが、水戸学の精髄をま

とめた「弘道館記」碑文に見いださ

れるとともに、幕末志士と水戸学者

とのかかわりが明らかとなった。 

 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

22.「新教育課程に向け

た総合学習の教材及

び教育内容に関する

検討 -『キャリア教

育』の課題をふまえて

-」 

共著 平成 30年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 6号  

pp.21～45 

新しい教育課程における総合学習を

にらみ、その教材・教育内容につい

て、「キャリア教育」のあり方と結び

つけ、具体的・反省的に分析を行っ

た。その結果、従来の「キャリア教

育」の問題点を踏まて探究できるよ

うな自主教材（ワークシート）の作

成方法、及びインタビューによる職

業、労働に関する具体的な取材方法、

そしてそれらをまとめ発表に至るま

での生徒の活動と教師の支援をあり

ようを明らかにした。共著者：荒井

眞一・加藤裕明。第 1 章を荒井が執

筆 

23.「経済学分野におけ

る知見を基礎とした

『地域教材』の活用」 

共著 平成 30年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 6号  

pp.101～112 

大谷大学社会学部地域社会学科にお

ける「教職自主ゼミナール」の取り

組みの概要について述べた。採用し

た実践は、学問研究の成果を理論的

な枠組みとして用いることを目指し

た。今回の実践では、学生らの設定

した十勝地域における馬鈴薯生産に

おける一貫性をとらえるために、

『経済学批判』をその枠組み設定の

対象とした。この採用により、馬鈴

薯生産における一般性を踏まえた流

通や消費のありようをとらえること

が可能となった。共著者：荒井眞一・

平岡祥孝・加藤裕明。第 2 および 3

章を荒井が執筆 

24.「科学的な社会認識

の内容に関する基礎

的考察」 

単著 2019年 3月 

 

『札幌大谷大学紀要』第

49号 

pp.65～72 

科学的な社会認識の内容について教

育学的に明らかにするための基礎的

作業として、高村泰雄と内田義彦に

よる文献について検討･考察した。科

学的な社会認識を考察するに際して

は、一定な状況下に置かれた人間が

とりうる行動の基礎を十分に認識し

た上で学問的な方法をもってそれら

状況下における人間の行動の帰結す

るところを理解することが不可欠と

なることが明らかとなった。社会現

象においては、自然現象とは異なり、

意志的行動の基礎には常に行動の内

的端緒が存在する。それゆえ社会科

学では行動の基礎となる情念に対す

る自覚の深まりが求められる。 

25.「社会的な意識形成

を狙いとする社会科

『学力』論の基礎的考

察」 

共著 2019年 3月 

 

『札幌大谷大学社会学

部論集』第 7号  

pp.163～172 

1950 年代から議論の中核になってき

ている「学力」論について言及をし

ながら、現代の「社会科」と本来の

社会科についてどのように違うの

か、また現代の社会科がこのように

あってほしいということを問い直す

ことをめざした。勝田守一の「学力」

論を中心に著者の解釈を取り入れ、

社会科教育に関わる本多公栄の論に

対して２章で検討してきた内容を踏

まえ検討を行った。共著者：荒井眞

一・船津悠斗。第 1章を荒井が執筆 
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概      要 

（学術論文）     

26.「学問研究成果を踏

まえた教育内容に内

在する主体形成への

契機 – 社会科教育に

かかわる記述から-」 

単著 2020年 3月 

 

『北海道私立大学・短期

大学教職課程研究連絡

協議会会報』第 39号 

pp.1～9 

社会科教育にかかわる研究成果の検

討から、学問研究成果を基盤とした

社会的な主体形成という 1 つの枠組

みについて考察を行った。歴史教育

者協議会における「活動方針」は、

1070 年代初頭においては『経済学批

判』等に理論的な根拠を有するもの

と考えられたが、同じ時期に中核と

なる「人民のたたかい」が削除され

た。改めて文化遺産となっている幕

末期の学問研究成果のうち水戸学に

おける記述を検討した結果、「尊王

攘夷」の始まりが水戸学の精髄をま

とめた「弘道館記」碑文に見いださ

れ、研究成果と歴史的な事象とのか

かわりが示唆された。 

 

（その他）     

1．「歴史教育者協議会

62 回全国大会･第 23

『社会科の学力と教

育課程』分科会報告」 

 

単著 

 

平成 22 年 11

月 

 

『歴史地理教育』2010

年 11月増刊号 

 

歴史教育者協議会｢社会科の学力と

教育課程｣分科会におけるいくつか

の実践報告および理論的提起の概略

とともに、数年来交わされている議

論の総括を図った。分科会では、十

数年にわたる議論の成果を著作とし

てまとめることが確認された。 

 

2．「教育研究集会参加

による実践的学びを

経た教職課程履修学

生による認識形成」 

 

単著 

 

 

 

平成 23年 9月 

 

 

『第 21 回日本教師教育

学会全国大会 要旨集

録』 

pp.59,60 

教職科目履修学生を教育研究集会に

参加させた際の実践報告・議論の経

過と学生によるレポート記述をふま

え、研究集会参加の意義について述

べた。加えて、総合演習受講学生に

対しては、研究集会の場で小グルー

プによる報告を行わせ、それら成果

をまとめさせた後、各学生に指導案

を作成させた。 

 

3．“Home Economics 

 Education in Japan” 

 

 

共著 

 

平成 23年 9月 

 

 

Japan-New Zealand 
Research Cooperative 
Program 2011 
p.37 

二国間共同セミナーにおけるゲスト

スピーチを総括的に分析した。ニュ

ージーランドから訪問した研究者た

ちに対し、家庭科教育を中心とした

日本における授業実践の概略につい

て整理した上で、授業において実習

の持つ意味について考察した。これ

ら叙述を踏まえて、日本の授業実践

における特徴ともいえる指導案をそ

の実践例と共に紹介し、この実例に

基づいて愛知教育大学附属名古屋小

学校で行われた「手縫いをしてみよ

う」の研究授業を事例報告した。共

著者：青木香保里。2,3章を荒井が執

筆 
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4．「携帯情報端末を用

いたアナログ情報の

手軽なポートフォリ

オ化のための検討」 

 

単著 

 

平成 23 年 11

月 

 

『PC カンファレンス北

海道 2011 論文集』 

pp.32,3 

2013 年度より実施される教職実践演

習において作成が必須とされている

教職履修カルテの効果的な運用方法

について考察した。手書きメモなど

をデジタル化する手段としては、ス

キャナの利用が一般的であるが、本

稿では、携帯情報端末と共に、

camiapp といった画像取り込みソフ

トやevernoteといったファイル集約

ソフトを利用して、手書きメモなど

のデジタル化利用の方法について事

例報告した。この方法を利用するこ

とで、学生自身による自己評価や教

員からのアドバイスを多面的に行う

ことが可能となることが示唆され

た。 

 

5．「歴史教育者協議会

62 回全国大会･第 23

『社会科の学力と教

育課程』分科会報告」 

 

単著 

 

平成 23 年 11

月 

 

 

『歴史地理教育』2011

年 11月増刊号 

 

歴史教育者協議会 62回全国大会 

｢社会科の学力と教育課程｣分科会に

おける成果と課題について、ここ数

年に報告された実践の成果を踏まえ

つつ総括した。分科会における一連

の議論から確かな成果を持つものと

して抽出された事柄は、白尾裕志ら

によって行われ続けている教科通信

の認識形成における有効性であっ

た。この成果の検討を踏まえ、1980

年以降に複数の研究者・実践者によ

って提起された理論的な枠組みの、

実践による検証の必要性を次なる課

題として提起した。 

 

6．「『教職自主ゼミナー

ル』を足場とした高大

接続の取り組み」 

 

単著 

 

平成 26年 5月 

 

『私立大学の特色ある

教職課程事例集』全国私

立大学教職課程研究連

絡協議会 

pp.53-6 

社会科教諭免許状取得を目標とする

札幌大谷大学地域社会学科１年生と

ともに高大接続の一環として行っ

た、系列高校への出前授業の授業づ

くりと授業づくりの経過について、

前半で述べた。この授業において高

校生らから受け取った感想文記述を

抜粋検討し、授業の成果と課題につ

いて考察した。 

 

 


